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 認知症者群は、MMSE-J で 22 点以下、NM スケールで 17～30 点に該当し、聴覚
的理解力障害、遂行機能障害、半側空間無視、注意・集中力障害がないと認められた
12 名とした。その内訳は、アルツハイマー型認知症 7 名、脳血管性認知症 5 名であ
った。健常者群は、MMSE-J 24 点以上で脳血管障害のない 12 名とした。 
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常 者 群 の 2 群 に 分 け た 。 認 知 症 者 群 の 判 定 は Mini Mental State 
Examination-Japanese （以下、MMSE-J）と行動観察で高齢者の認知機能を評価
する N 式老年者用精神状態尺度（以下、NM スケール）20）で行った。まず、MMSE
－Jで30点満点中22点以下の者を認知力低下者群とした。本来、MMSE－Jの cut-off
設定値は 23 点であるが、本調査では被験者基準を明確にするため 22 点以下を採用
し、23 点の者は被験者から除外した。続いて認知力低下群へ NM スケールを実施し、
家事・身辺整理、関心・意欲・交流、会話、記銘・記憶、見当識の 5 項目において
50 点満点中 17 点～30 点に該当する中等度認知症患者を選出した。さらに、今回の
研究目的である視空間認知の検討に影響を及ぼす可能性を排除するため、中等度認知
症患者の中から以下の 3 検査要件をクリアした 12 名を選定した。その 3 検査要件と
は、（1）Standard Language Test of Aphasia （SLTA）標準失語症検査の聴覚的理
解課題の「歯ブラシと鉛筆を持ってください。」、「鋏と歯ブラシを入れ替えてくださ
い。」という口頭命令に従う 2 課題で理解力障害および遂行機能障害が認められない
こと、（2）Behavioral Inattention Test （BIT）行動性無視検査で半側空間無視が
認められないこと、（3）注意・集中力に関する問題行動 6 項目を各 0～3 点で観察評
価できる Behavioral Assessment for Attentional Disturbance（以下、BAAD）21）
において注意・集中力障害が認められないことであった。全般性注意の評価には
Clinical Assessment for Attention（CAT）や Trail-Making Test（TMT）などの各
種検査が知られている 22）が、今回は本検査での集中力維持を重視し、これらの検
査は実施しなかった。被験者の BAAD 指標は、標準偏差も考慮すると 0.5～2.5 点に
収まっていたため、本調査では 18 点中 2.5 点以下であれば注意・集中力障害がない
ものと判断した。以上の検査要件をクリアした 75～89 歳の認知症者群 12 名の疾患
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別内訳は、アルツハイマー型認知症者 7 名、脳血管性認知症者 5 名であった（表 1）。 
対照群である健常者群は、 MMSE -J 24 点以上で、かつ脳血管障害がない 71～89
歳の 12 名であった（表 1）。なお、MMSE -J が 23 点の者は認知症者群と同じ理由
で対象から除外した。 












このときは、1 回目とは別の 6 図版を用いた。 
本実験は、Sohlberg（2000）によって転換性（alternating attention）、持続性
（sustained attention）、選択性（selective attention）、分配性（divided attention）








製ノート型パソコン（584037－001）であった。OS は Microsoft Windows7、ソフ





周辺図形の 2 条件を設定した。 
質的条件としては、静動に関する静止図と運動図の 2 条件、運動に関する全体運動
と周辺図運動の 2 条件を設定した。 
 
２－４－１）距離に関する遠近 2 条件 
近距離条件の基点は、老眼や近眼の有無などを考慮し、各被験者から見やすいと申
告された個々の場所とした（図 1）。遠距離条件の提示箇所は、近距離の各基点から
90cm 離れた地点とした（図 2）。 
 















ベントン視覚記銘検査の形式Ⅰ・Ⅱそれぞれから No.3・4・5・6・7・9 の 6 枚を
抜粋した。それらは、周辺図形が中央より右側にある 3 図版（No3・6・7）と左側
80 
にある 3 図版（No.4・5・9）であった。形式Ⅰから抜粋した 6 図版は遠・近距離条
件、中心・周辺位置条件で使用した。形式Ⅱから抜粋した 6 図版は静止図・運動図
の静動条件、全体運動・周辺図運動の運動条件で使用した。 
1 回目の検査では、健常者 6 名と認知症者 6 名に近距離条件（形式Ⅰ）－運動図条
件（形式Ⅱ）－遠距離条件（形式Ⅰ）の順、別の健常者 6 名と認知症者 6 名に遠距離
条件（形式Ⅰ）－運動図条件（形式Ⅱ）－近距離条件（形式Ⅰ）の順で提示し、提示
順序の結果への影響を排除した（図 6、7、8）。周辺図運動条件（形式Ⅱ）は、被験




















略 1 つにつき誤謬数 6 個と採点した。 
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２－７  統計解析 
（1）距離に関する遠近 2 条件、（2）位置に関する中心図形と周辺図形の 2 条件、
（3）静動に関する静止図と運動図の 2 条件、（4）運動に関する全体運動と周辺図運
動の 2 条件で記銘再生における誤謬数のスコア分布に差があるかどうか検証した。 
分析は、被験者間変数である認知症者群と健常者群の認知要因に対応がなく、被験
者内変数である距離、位置、静動、運動の提示条件要因に対応がある分散分析を行っ
た。有意差があった場合には、有意水準 5%未満で Ryan 法による多重比較を行った。 
 
２－８  実験期間および環境 

















条件別で誤謬数に有意な差が出ることはなかった（図 10、表 3）。 
 













＜0.01）に誤謬数が多かった（図 11、表 4）。 
 
３－２ 視覚刺激提示における運動の質的側面 











数が有意（p＜0.001）に多かった（図 12、表 5）。 
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図 3. 中心図形と周辺図形の例 
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1秒目         2秒目        3秒目 
   
 






1秒目            2秒目         ・・・5秒目 






1（No.4）        2（No.3）        3（No.6） 
     
 
4（No.5）        5（No.7）        6（No.9） 
    
図 6. 近距離からの図版提示順序 
 
1（No.5）               2 （No.6）              3（No.9） 
   
 
4 （No.3）              5 （No.4）              6（No.7） 
   
図 7. 遠距離からの図版提示順序 
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1（No.7）               2（No.9）              3（No.3） 
    
 
4（No.6）               5（No.5）               6（No.4） 
     

















１（No.3）       2 （No.4）            3（No.6） 
   
 
  4 （No.5）           5 （No.9）            6 （No.7） 
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The purpose of this study was to investigate the condition of the distance, 
position, and nature that dementia patients are consciously caught in the visual 
target. 
 
Subjects, auditory comprehension power failure, executive function disorders 
and unilateral spatial neglect was not observed in 24 men and women aged 71-89, 
the persons with dementia group was 12 people with less than 22 points of 
dementia in MMSE-J, healthy person group of 24 or more points were 12 people. 
The presentation conditions, (1) distance of the perspective 2 conditions, (2) the 
position of the center shape and the peripheral shape 2 conditions, (3) static 2 
conditions of the stationary figure and the motion diagram, (4) the movement of 
the entire movement and the peripheral figure movement was 2 conditions. The 
results were verified whether there was a difference in the score distribution of 
the number of errors in the notation reproduction by the condition.  
 
108 
The number of errors in the dementia patients according to the condition was 
not observed in the (1) distance condition. It is presumed that there is a 
possibility that some appropriate distance exists in the presentation of visual 
stimulation to the person with dementia. (2) From the position condition result, it 
was suspected that the dementia tended to overlook the peripheral information, 
and it was difficult to perceive small figures. (3) In the static motion conditions, 
there were many errors in the exercise diagram than the stationary figure. It is 
thought that having moved the entire shape at the same time was not 
corresponding to the purpose to perceive the movement as this cause. Moreover, it 
seemed that the movement figure might have been a big burden for the dementia 
person, too. (4) In the exercise condition, the peripheral figure movement was 
effective in perception compared with the whole movement, and attention to a 
small peripheral shape was improved. It is thought that the conscious attention 
to the visual stimulation was obtained by the peripheral figure movement 
because it stood out in the discontinuity by the movement. 
 
 
 
